
 

今から６年前の１１月２０日、福山で行われた秋の特別講演会終了後、私は

講演に来て頂いた講師を誘い、車で福山から尾道にかけて名所を案内しました。

明王院、鞆の浦、沼隈半島を回り内海大橋を渡って、夜８時頃内海町に着きま

した。横島の横山海岸に車を停めて、講師と砂浜に降り、これが瀬戸内海です

と言って四国方向を指差し、講師に夜景を楽しんで貰っていたその時です。講

師は月の光に映える幾つもの瀬戸内海の島々や行き交う大型船を見渡しなが

ら一言、「うーん、これはすばらしい」と言い、暫く黙ってしまわれました。 

その夜はちょうど満月であった為、夜空と海面に二つの月が大きく浮かび、

月の光がたくさんの島々をこうこうと照らし出し、得も言えぬ美しい光景が私

たちの目の前に広がっていたのです。私は二つの月の光を見ていて、峨山禅師

(がさんぜんじ)の『二つの月』の逸話を思い出しました。鎌倉時代、峨山禅師

は苦闘修行の末、この世には月が二つある事、二つにして一つ、一つにして二

つの月の存在を悟ったといわれています。一つはいうまでもなく天空の月です。 

もう一つの月は我々が心に宿す月です。月は地上の万物、人の心の隅々迄、

偏りなく光で照らします。誰もが慈悲の心を持てば天空の月、すなわち仏と同

様に澄んだ心を持つ事が出来る。その為には正伝の仏法を依り所に、日常の実

践によって得る身と心の安らぎが、そのまま「仏の姿」であると自覚する事が

大切です。私たちが仏の教えを受け止めて自分のものとし、自らの生き方や生

活の中に活かす事が出来れば、初めてその教えは本物の〝月〟となります。 

しかし私たちは与えられた仏心の尊さに気づかず、我がまま勝手の生活をし

て、苦しみや悩みのもとを作ってしまいがちです。お釈迦様

のみ教えを信じ、その教えに導かれて、毎日の生活の中の行

い一つひとつを大切にする事を心がけたならば、身と心が調

えられ、私たちの中に在る「仏の姿」が明らかとなります。

日々の生活を意識して行い、互いに生きる喜びを見い出して

いく事が、人間本来の目指すべき生き方ではないでしょうか。 

 

月が二つあることを知っていますか？ 

一つは天に輝く月 

もう一つは自らが宿す月 
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